
２０１１
平成２３年８月
No. ４６７

広報

　7月23日（土）、玉川の名水を守る会（福田宏司会長）や
地域住民ら約120人が参加し、玉川の草刈りを行いました。
同会は、玉川が環境省の「平成の名水百選」に選ばれたこと
をきっかけに清流の環境を後世に残そうと発足した団体で、
町内の8団体が協力して玉川の環境保全活動を行っていま
す。
　福田会長から「今年で4年目の取り組みですが、取り組みの
成果もあり、たくさんのホタルが玉川に戻ってきており、上
流部ではカジカガエルの生息が確認されました。皆さんの協
力を得て玉川がきれいになると期待していますのでご協力お
願いします。」と挨拶があった後、事務局から作業に当たって
の諸注意を受け参加者は、さっそく作業に入りました。
　参加者は、奥玉川橋から奈良線の跨線橋の間で、草刈り機
などを駆使して人の背よりも育った草を刈るとともに、川底
に茂った葦を運び出す作業に汗を流していました。
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創
業
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
町
の
文
化
・
芸
術
の
振
興

に
貢
献
し
よ
う
と
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

いでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ

　
７
月
　
日
（
金
）、
第
　
回
京
都

２９

２１

府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操
法

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
方
々
を

激
励
す
る
た
め
、
汐
見
町
長
が
訓

練
場
所
の
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
、
出
場
選
手
は

６
月
１
日
か
ら
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
約
２
時
間

汗
を
流
し
、
多
く
の
団
員
や
京
田

辺
市
消
防
署
井
手
分
署
員
が
指
導

や
ホ
ー
ス
の
整
理
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
汐
見
町
長
は
「
２
ヶ
月
間
に
わ

た
る
訓
練
に
参
加
い
た
だ
き
、
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、
こ

の
間
支
え
て
い
た
だ
い
た
ご
家
族

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
大
会
当
日
は
最
後
ま
で
諦
め

ず
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
激
励
し
ま
し
た
。

激励の様子

操
法
訓
練
へ
の
激
励

　
６
月
　
日
（
火
）、
ワ
タ
キ
ュ
ー

２１

セ
イ
モ
ア
株
式
会
社
（
安
道
光
二

代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
１
０
０
脚
と
収

納
用
の
ポ
ー
タ
ー
４
台
、
大
正
池

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
ア
ウ
ト
ド
ア

用
の
リ
フ
ト
チ
ェ
ア
ー
　
脚
が
寄

２０

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
は
、
同
社
が
来
年
７
月
に

贈呈の様子

　
６
月
　
日
（
火
）、
町
チ
ャ
リ
テ

２１

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
西
島
誠
大
会

会
長
）
実
行
委
員
会
の
方
々
が
役

場
を
訪
れ
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

義
援
金
と
し
て
　
万
円
の
寄
付
を

５０

イ
ス
１
２
０
脚
が

　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

一生懸命皮むきをする園児【玉川保育園】

カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦

　
６
月
　
日
（
火
）、
京
都
府
か
ら

２１

功
労
者
表
彰
さ
れ
た
、
小
町
会

（
阿
辻
好
子
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー

が
、
６
月
　
日
（
金
）
に
は
小
川

２４

一
男
さ
ん
が
、
汐
見
町
長
に
受
賞

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
町
会
は
、
地
元
特
産
品
の
販

売
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た

な
特
産
品
の
開
発
に
努
め
ら
れ
町

内
外
を
問
わ
な
い
販
売
活
動
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
特
産
販
売
を
通

じ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
小
川
一
男
さ
ん
は
平
成
６
年
に

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
就
任
さ

れ
、
多
年
に
渡
る
委
員
の
活
躍
の

中
で
の
優
れ
た
識
見
と
指
導
力
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
職
務
に
あ
た

っ
て
は
、
教
育
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
と
責
任
を
自
覚
さ
れ
、
本
町
の

長
年
の
活
動
が
　
　
　

　
評
価
さ
れ
ま
し
た

受賞報告をする小町会代表の
阿辻好子さん

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　受賞報告をする小川一男さん

被
災
地
へ
の
義
援
金
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
寄
付

　
６
月
　
日
（
木
）、
玉
川
保
育
園

２３

で
、
園
児
が
カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
野
菜
の
下
ご
し
ら
え

を
全
園
児
で
行
い
、
０
歳
児
か
ら

２
歳
時
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
ニ
ン

ジ
ン
を
折
り
、
３
歳
児
と
４
歳
時

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
皮

を
剥
き
、
５
歳
児
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
タ
マ
ネ
ギ
を
切
り
分
け
ま
し

た
。　
日
（
金
）、
５
歳
児
が
熱
さ

２４

を
こ
ら
え
な
が
ら
カ
レ
ー
ル
ウ
を

鍋
に
入
れ
一
生
懸
命
調
理
し
ま
し

た
。
　
多
賀
保
育
園
で
は
、
６
月
　
日
２４

（
金
）、
園
児
が
収
穫
し
た
タ
マ
ネ

ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
て
カ
レ

ー
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児

は
指
に
気
を
つ
け
な
が
ら
丁
寧
に

野
菜
を
切
り
分
け
て
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
作
っ
た
カ

レ
ー
は
格
別
の
よ
う
で
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

上手に切れるかな【多賀保育園】
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６
月
　
日
（
火
）、
山
城
自
動
車

２８

教
習
所
南
側
の
水
田
で
、
多
賀
小

学
校
の
５
年
生
　
名
が
、
農
業
経

１８

験
の
あ
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
７
名
に
教
わ
り
、
田
植
え
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
辻
井
一
彦
さ
ん
か
ら

水
田
の
一
角
を
提
供
し
て
も
ら
い

行
わ
れ
、
児
童
は
膝
近
く
ま
で
泥

義援金を汐見町長に託す
実行委員会の皆さん

コンサートを楽しむ受講生

井
手
玉
川
大
学
開
講
式
・

第
１
回
講
座

　
６
月
　
日
（
月
）、
自
然
休
養
村

２７

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
井
手
玉
川
大

学
開
講
式
と
第
１
回
講
座
が
開
催

さ
れ
、
１
４
４
名
の
受
講
生
が
参

加
し
ま
し
た
。（
本
年
度
受
講
生
は

１
８
４
名
）

　
井
手
玉
川
大
学
は
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
求
め
て
積
極
的
に
学

習
し
、
社
会
活
動
に
参
加
す
る
意

泥の感触に驚きながら田植えをする児童

秋
の
収
穫
が
楽
し
み

田
植
え
体
験

お
い
し
い
水
は
　
　
　
　

　
ど
う
作
ら
れ
て
い
る
か

ろ過機に触り水の流れを体感する児童

に
つ
か
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
植
え
方
を
教
わ
り
な
が
ら
苗
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
は
稲
刈
り
体
験
を
予
定
し

て
お
り
、
収
穫
し
た
米
は
児
童
が

調
理
し
て
、
今
回
お
世
話
に
な
っ

た
方
に
振
舞
う
予
定
だ
そ
う
で

す
。

　
７
月
　
日
（
火
）、
井
手
小
学
校

１２

４
年
生
　
名
が
井
手
浄
水
場
を
見

４６

学
し
、
上
水
道
の
仕
組
み
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
担
当
職
員
か
ら
水
の

浄
化
や
配
水
の
仕
組
み
の
説
明
を

受
け
た
後
、
各
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
ろ
過
機
の
大
き
さ
や
機
械

の
多
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
真
剣
に

説
明
を
聞
き
、「
井
手
浄
水
場
は
何

年
に
で
き
ま
し
た
か
。」「
な
ぜ
地

下
か
ら
水
を
と
る
の
で
す
か
。」な

ど
の
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。　

汐
見
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
町
の
社
会
福
祉
へ
の

貢
献
の
た
め
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
を
開
催
し
、
参
加
費
の
一

部
を
町
に
寄
付
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災
へ
の

義
援
金
と
し
て
寄
付
を
さ
れ
ま
し

た
。
　
同
会
の
寄
付
を
含
め
被
災
地
へ

の
義
援
金
は
７
月
　
日
現
在
で

２６

２
，
７
４
５
，
０
９
７
円
集
ま
り

ま
し
た
。
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
被
災
者
の
支
援
に
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

欲
と
実
践
力
を
高
め
、
参
加
者
同

士
の
交
流
を
高
め
る
た
め
毎
年
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、「
ひ
と
と
き
コ
ン
サ

ー
ト
」
と
題
し
て
、
花
房
め
ぐ
み

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
加
藤
有
香
里
さ

ん
（
ホ
ル
ン
）、
津
田
絢
子
さ
ん

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）が
講
師
を
担
当

し
、
楽
器
の
構
造
な
ど
の
解
説
を

し
な
が
ら
「
真
赤
な
太
陽
」
な
ど

を
演
奏
。
参
加
者
は
一
緒
に
歌
う

な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。　

ナ
ス
の
収
穫
体
験

　
７
月
　
日
（
火
）、
多
賀
保
育
園

１２

　
名
が
同
園
に
隣
接
す
る
木
田
昭

１３徳
さ
ん
の
畑
で
ナ
ス
の
収
穫
を
体

夏の節電に協力をお願いします

　今夏、電力の使用が多くなる平日の昼間に、電力不足が
発生する可能性が高まっています。関西電力によれば、盛
夏のピーク時においては、需給状況が非常に厳しい場合
（需要予測が９７％以上）も予想されるとしています。町で
は、そのような場合は、緊急的な節電の取組のお願いを行
いますのでご協力をお願いします。
■お願いする節電対策（ピーク時：午後１時から４時など）

◇エアコンの使用を停止したり、設定温度をさらに上げる
　ことなどが効果的です。
※ただし、高齢者やお子さんのいるご家庭などでは、こま

　めな水分補給などに努めるなど、熱中症等に十分気をつ

　けて、無理のない範囲での取り組みをお願いします。

◇可能な限りパソコン、プリンター、ファックスなどの使
　用を控えていただきますようお願いします。

◇図書館等の利用や、買い物などクールスポット（涼しい
　所）に出かけるなど、できるだけ家庭での電気を控えて
　いただきますようご協力願います。

※各新聞や関西電力のホームページに「でんき予報」が掲
　載されています。節電の取り組みの参考にして下さい。

験
し
ま
し
た
。

　
園
児
は
、
木
田
さ
ん
か
ら
は
さ

み
の
使
い
方
を
教
わ
っ
た
あ
と
、

さ
っ
そ
く
収
穫
に
挑
戦
。
一
生
懸

命
は
さ
み
を
持
つ
手
に
力
を
込
め

て
ナ
ス
を
収
穫
し
ま
し
た
。

ナスの収穫を体験する園児
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▼

　６月29日（水）、泉ヶ丘中学校で、１年生70名を対象に
京都府砂防ボランティア協会による出前授業が行われ土砂
災害のメカニズムについて学習しました。
　今年度から行われた初めての試み。理科の単元「活きて
いる地球」への興味・関心を深める導入とし、東日本大震
災を契機に、よりいっそう防災への理解・関心を深めるため
に行われました。

▼

　7月9日（土）、井手町老人クラブ連絡協議会（二木昭
男会長）により井手町立ディサービスセンターのボラン
ティア清掃が行われ、約50名が参加しました。
　二木会長は、「地域活動の一環で例年行っており、会員
同士の親睦を深める場にもなっています。」と話していま
した。

▼

　井手町議会６月定例会で公平委員に選任された丸山俊
也さんの委嘱式が行われました。任期は平成23年6月28
日から4年間です。

▼

　7月1日（金）、下玉川橋で、シートベルト・チャイル
ドシートの着用街頭啓発が行われ田辺警察署・綴喜交通
安全協会井手支部・役場職員、計7名が参加しました。
　通り過ぎる車に、シートベルトとチャイルドシートの
着用を呼びかけるプラカードを示して着用啓発をＰＲし
ました。

▼

　7月６日（水）、玉川保育園で、京田辺市消防署井手分署に
よる巡回防火教室が開かれ、全園児106名に花火指導が行わ
ました。
　花火遊びによる事故を防ぐため毎年この時期に町内の保育
園で行っているもの。園児は、署員から花火をする際の注意
点を説明されたあと、防火ビデオを観賞。放水体験、ミニ消
防車の乗車体験を行いました。同様の花火指導は5日（火）に
はいづみ保育園で、8日（金）には多賀保育園で行われました。
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▼

　井手町議会６月定例会で教育委員に選任された森
田正弘さんの委嘱式が行われました。任期は平成23
年7月17日から4年間です。

『「きこえ」で悩んでいる青年・壮年の集い』

　みなさん、会議や友達との会話で聞こえにくくありませんか？自分が聞こえにくいことを、周りに言えずに悩ん
でいませんか？
　この度、きこえに悩んでいる方を対象とした講演と交流会を開催します。
対象者は、18歳～50歳までの方です。障害者手帳の有無は問いません。
ご本人はもちろんのこと、ご家族・きこえに関心を持っている方など、みなさんぜひご参加ください。

日時／8月28日（日）午後1時～午後4時
場所／山城地域活動支援センター（さんさん山城）
対象／18歳～50歳までのきこえに不自由を感じておられる方とそのご家族
　　　　聴覚障害者福祉関係者、または関心のある方
内容／講演「難聴である自分が誇りを持って生きていくためには」、交流会
参加費／無料
申し込み／8月22日（月）までに①氏名②住所③連絡先を記入しお申し込みください。
申込み・問合せ／〒610‐0332　京田辺市興戸小モ詰18
　　　　　　　　　山城地域活動支援センター　　　「きこえに悩んでいる青年・壮年の集い」事務局宛
　　　　　　　　　FAX：0774－65－4102　　　　電話：0774－39－7113
　　　　　　　　　e-mail：yamashiro4@kyoto-chogen.or.jp:　　　※その他　当日参加も大歓迎です。

井手町図書館　
携帯電話用ホームページを開設

　携帯電話から見ることのできるホームページを新たに
開設しました。
お手持ちの携帯電話からいつでも資料検索や予約をする
ことができます。
　まずは携帯電話でアクセスを。

　ご覧になるときは、QRコードを携帯電話のバーコー
ドリーダ機能で読み取るか、下記のアドレスを入力して
ください。
[http://www.library.ide.kyoto.jp/opac/wopc/pc/m-
Srv?dsp=tp]　　　　　　　　　

　ブックポストを試行的に設置します

　井手町図書館では、利便性の向上を目的として、ブッ
クポストの設置を検討しております。
　図書館まで足を運ばずとも、お近くで図書を返却で
きるよう町内に図書返却ポストを試行的に設置します。
　本設置に向け、どの程度の利用が
あるのか、またどのような問題点が
あるのか調査するため、下記のとお
り仮設ポストを設置します。どうぞ
ご利用ください。

設置場所／役場１階　及び　賀泉苑
試行期間／10月7日（金）まで

☆井手町図書館の本のみ
・・・

返却できます。
　（視聴覚資料は返却できません）
☆回収は、毎週火曜日と金曜日に行いますので、返却処
　理はその日の午後の扱いになります。

＊お問い合わせは、図書館（℡82-5700）まで

特定計量器定期検査（はかりの定期検査）

　事業所で「取引」・「証明」に使用される特定計量器
（はかり等）は，計量法により，２年に１回の定期検査
を受けることが義務づけられています。
　平成23年特定計量器（はかり等）の定期検査を実施
しますので、検査を受けなければならない方は必ず受
検して下さい。
日時／９月22日（木）
　　　午前１０時から午後３時
場所：井手町商工会館
※お問い合わせは、
産業環境課（82－6168）まで

QRコード

＊お問い合わせは、図書館
　（℡82-5700）まで
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苅
苅
苅
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苅
苅
苅
苅
苅
苅
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平
成
　
年
度
母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集

23

　
母
子
家
庭
の
母
親
及
び
寡
婦
の
健
康
管
理
の
一
助
と
し
て
、
無
料
に
よ
り

半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
（
検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

◎
実
施
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
期
間
／
平
成
　
年
　
月
～
平
成
　
年
３
月

23

１１

24

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
京
都
市
東
山
区
本
町
　
‐
７
４
９
）

１５

対
象
／
・
井
手
町
内
に
居
住
す
る
母
子
家
庭
の
母
親
及
び
寡
婦
で
あ
っ
て
、　

　
　
　
　
　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で
　
歳
未
満
の
者
。

23

６５

　
　
　
・
寡
婦
に
あ
っ
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

申
込
方
法
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
及
び
井
手
町
役
場
に
あ
る
所

　
　
　
　
定
の
受
診
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、　
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

８０

　
　
　
　
封
筒
（
宛
名
明
記
）
を
添
え
て
、
同
保
健
所
綴
喜
分
室
ま
た
は
役

　
　
　
　
場
住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
募
集
定
員
　
名
　
先
着
順
　
平
成
　
年
９
月
７
日
（
水
）

２３
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検
査
項
目
／
尿
検
査
、
便
検
査
、
血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
透
視

　
　
　
　（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）、
心
電
図
検
査
、
内
科
、
子
宮
が
ん
検
査

費
用
／
　
検
査
に
要
す
る
経
費
は
無
料
で
す
が
、
精
密
検
査
（
再
検
査
）
及

　
　
　
　
び
交
通
費
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡
　
‐
５
７
４
７
） 

６３

    ま
た
は
住
民
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
４
）
ま
で
。

８２

　

土金木水火月日
20191817161514

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
水あそび

（支援センター）
27262524232221

ぴよぴよ広場
（支援センター）

 さんさん会
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

32９／１31302928
さんさん会

（わくわく広場、玉泉苑）

10987654
さんさん会

（支援センター）

小児救命講習会
（支援センター）
10時半～正午

子育てサークルの紹介・活動
    さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の親子】

　　     代表：林　　（携帯電話　０８０－１４５１－１８２２）

   カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

　　    代表：平間　（携帯電話　０９０－５３６７－０３９７）

竹の子ひろば：毎週木曜日　午前１０時半～正午【未就園児の親子】

　　    代表：吉岡　（携帯電話　０９０－３９２６－７８７７）

　★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～１歳半位の親子
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～６ヶ月位の親子
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の親子
＊どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料） 

★一時預かりの時間 平日（月～金曜日） 午前8時半～午後4時半の必要時間 　

　　　　　　　　　　 土曜日　   午前８時半～正午の必要時間 

利用できる方： 町内に住んでいる、生後６ヶ月以上の就学前の子ども

利用料金： ３歳未満児　１日：2,000円　半日：1,000円　給食費：250円 

利用料金： ３歳以上児　１日：1,800円　半日：900円　　給食費：250円 

子育て支援センターからのお知らせ
★子育て支援センターは、玉川保育園にあります。　【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　０７７４－８２－２２３２】

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時半～午後4時　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

8・9月の事業　時間：午前10時～正午

　町営住宅等（空家）の入居者募集
　　町営住宅の入居者を
　　　　　次のとおり募集します。

所　　在／井手町大字井手小字段ノ下・

                下赤田・扇畑地内

団 地 名 ／府営（井手）団地及び南団地

募集戸数／4戸（一般向け4戸・単身者不可）

申込期間／8月22日（月）～ 8月31日（水）

              《土曜・日曜を除く》

申込時間／ 午前9時～11時30分・午後1時～4時

そ の 他 ／募集案内等は、8月17日（水）から8月

２　　　　26日（金）まで《土曜・日曜を除く》

                 午前9時～11時30分・午後1時～4時　

　　　　   いづみ人権交流センターで配布

＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流

　センター（℡ 82‐3380）まで

※お問い合わせは、子育て支援センター

　（℡82-2232）まで

8/25　ぴよぴよ広場　「ベビーマッサージ」対象年齢：1歳未満　持ち物：バスタオル
定員：10名　※予約が必要です　申し込みは支援センター（℡82-2232）まで
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   井手町では、人権啓発活動の一環として、第８回井手町人権啓発コンクールを開催し、「人権ポスター」及び
「人権標語」を募集します。同和問題をはじめ、女性（ドメスティック･バイオレンス）、子ども（児童虐待）、
高齢者、障害のある人など、さまざまな人権課題への思いや、３月に発生した東日本大震災で改めて感じた
“命の大切さ”などを、ポスターと標語で表現してください。
　応募作品は、今後の人権啓発活動で活用します。みなさん、ふるって応募してください。

◇応募資格　　　井手町在住または在勤の方

◇テ ー マ　　　人権（命）の大切さを表す内容のもの
◇応募方法　　　[ポスター]
  　一人一点とします。四つ切り画用紙（縦･横自由）で着色画材は自由です。裏面に、名前
  　（ふりがな）、年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所（町外在住で町内在勤の方は
  　勤務先も）、電話番号を記入してください。
　　　　　　　　[標　　語]
  　一人一点とします。名前（ふりがな）、年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所（町
  　外在住で町内在勤の方は勤務先も）、電話番号を記入してください。

◇提 出 先　　　いづみ人権交流センターに直接または郵送で提出してください。
　　　　　　　　（〒610-0302　井手町井手段ノ下37-1）
　　　　　　　　　※ 標語はＦＡＸ（82-4112）でも受け付けます。

◇締め切り　　　９月１６日（金）

◇そ の 他 ・応募作品の著作権及び使用権は主催者に帰属するものとします。
  ・応募作品は返却しません。
  ・応募作品についての個人表彰は行いません。
  ・作品を応募していただいた方には、参加賞を贈ります。（１２月頃）

◇問合せ先　　　いづみ人権交流センター（TEL 82-3380）

ポスター･標語を募集します

　
児
童
扶
養
手
当
及
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
は
８
月
　
日
ま
で
に
、
特
別
児
童
扶
養

３１

手
当
の
所
得
状
況
届
は
９
月
　
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１２

こ
の
届
出
に
よ
っ
て
手
当
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
審
査
し
、
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
新
た
に
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
届
出
が
な
い
と
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
遅
れ
て
提
出
さ
れ
る
と
手
当
の
受
け
取
り
が
遅
れ
ま

す
の
で
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
】
届
出
を
２
年
間
続
け
て
出
さ
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
に
よ
り

手
当
の
支
給
が
制
限
・
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
が
２
年
間
続
け
て
出
さ

な
い
場
合
も
同
様
に
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
４
）
ま
で
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時
間
外
窓
口
及
び
取
次
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
要
電
話
予
約
）

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
住
民
票
等
の
交
付
窓
口
を

拡
充
し
、
土
・
日
・
祝
日
に
つ
い
て
も
電
話
予
約
に
よ
っ
て
住
民
票
、
印

鑑
証
明
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
の
３
点
の
証
明
書
を
交
付
し
て
い

ま
す
。（
要
電
話
予
約
８
２
‐
６
１
６
４
）

　
ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
賀
泉
苑
を
取
次
所
と
し
て
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
の
３
点
の
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
申
請
及
び
交
付
の
と
き
は
、
本
人
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。　
例
え
ば
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
で
す
。

(

【
ご
注
意
】
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
及
び
交
付
は
、
印
鑑
登
録
証
 カ

)

ー
ド
 が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
を
忘
れ
た
り
、
番
号
が
違
う
場
合
は
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
４
）
ま
で

８２

第８回井手町人権啓発コンクール
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【
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

日
時
／
９
月
４
日
（
日
）

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

２４

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
９
月
３
日
（
土
）

２０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）・

１３

２７

９
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）・

１２

２６

９
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
８
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２６

１０

９
月
９
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）

２５

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
人
権
学
習
》

日
時
／
９
月
９
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

１１

　
　
　
正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
火
）・

２２

３０

　
日
（
水
）・
９
月
７
日
（
水
）

３１

可
愛
い
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
募
集
　

『
動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
』

テ
ー
マ
／
『
人
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
』

作
品
の
内
容
／
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、
鳥

類
、
爬
虫
類
の
ペ
ッ
ト
に
限
る
）
と
の
愛
情

あ
ふ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。

作
品
の
規
格
／
四
ツ
切
り
。
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど

ち
ら
で
も
可
。（
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
ト
も
可
）

応
募
資
格
／
京
都
府
内
に
在
住
、
通
勤
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
人
。

募
集
期
間
／
９
月
１
日
（
木
）
～
９
月
　
日
３０

（
金
）
ま
で

応
募
方
法
／
作
品
の
裏
に
応
募
票
を
貼
り

付
け
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
こ
と
。

応
募
先
／
京
都
府
健
康
福
祉
部
生
活
衛
生

課
動
物
愛
護
管
理
担
当
及
び
各
府
保
健
所
、

京
都
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

応
募
作
品
の
取
扱
い
等
／

　
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
応
募
作
品
は
後
日
返
却
す
る
。

　
作
品
の
著
作
権
は
撮
影
者
に
あ
る
が
、　

　
京
都
府
が
啓
発
の
た
め
に
使
用
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
健
康
福
祉

部
生
活
衛
生
課
動
物
愛
護
管
理
担
当（
℡
０

７
５
‐
４
１
４
‐
４
７
６
３
）
又
は
府
保
健

所
、
京
都
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

警
察
相
談
の
日

　
９
月
　
日
（
日
）
は
「
警
察
相
談
の
日
」

１１

で
す
。

　
警
察
に
対
す
る
要
望
意
見
、
苦
情
や
警

察
安
全
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
田
辺
警
察
署
相
談
係（
℡
　
‐
０
１
１
０
）

６３

▼
警
察
本
部
「
総
合
相
談
室
」（
℡
０
７
５-

 

４
１
４
‐
０
１
１
０
　
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯

９
１
１
０
番
）

水
質
検
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　
井
手
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
頂
く

た
め
に
、
水
道
水
質
基
準
（
厚
生
労
働
省

令
）
に
基
づ
き
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
　
項
目
の
水
質
検

５０

査
を
４
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
結
果
は
、
全
項
目
に
お
い
て
法
令

等
に
定
め
ら
れ
た
基
準
値
等
に
適
合
し
て

い
ま
す
の
で
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

○
水
質
検
査
の
採
水
場
所

【
井
手
水
道
事
業
】
井
手
小
字
合
藪
　
　
環

４０

境
衛
生
セ
ン
タ
ー

【
多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業
】
多
賀
小
字
庵

垣
内
　
　
多
賀
保
育
園

６３

　
町
の
水
道
は
、
井
手
地
区
は
井
手
小
字

久
保
に
あ
る
第
１
水
源
地
の
取
水
井
戸

（
地
下
１
０
０
ｍ
）
と
井
手
小
字
扇
畑
に
あ

る
第
２
水
源
地
の
取
水
井
戸
（
地
下
　９０

ｍ
）、
多
賀
地
区
は
多
賀
小
字
西
北
河
原
に

あ
る
取
水
井
戸
（
地
下
１
６
８
ｍ
）
の
深

井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
た
め
、

渇
水
期
で
も
安
定
し
た
原
水
が
確
保
で
き

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
心
・
安
全
で
良
質
な
水
の
安

定
供
給
に
努
め
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡
　８２

‐
６
１
６
９
）
ま
で

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

(
)

　
９
月
４
日
 日
 か
ら
９
月
　

(
)

日
 土
 は

１０

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
も
し
も
の
事
故

が
お
き
た
と
き
、
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
よ
う
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
特
に
こ
の
季
節
、
熱
中
症
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が

け
、
体
調
不
良
の
と
き
は
な
る
べ
く
外
出

を
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
屋
外
で
作
業
を
す

る
と
き
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
用
意
し

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
頭
痛
や
吐
き
気
、
め
ま
い
と
い
っ
た
症

状
が
見
ら
れ
、
熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
応
急
手
当
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
　

日
時
／
９
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
９
月
３
日
（
土
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
　（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

　
　
　
８
月
は
、
町
府
民
税
・
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
３
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

ス
ポ
ー
ツ

熱
中
症
の
応
急
手
当

休
息

冷
却

水
分

補
給

安
静
に
さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
る
、
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
脱
が
せ
、
体
を

冷
却
し
や
す
い
状
態
と
す
る
。

(

涼
し
い
場
所
 ク
ー
ラ
ー
の
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、
風
通
し
の
良
い

)

場
所
 で
休
ま
せ
る
。
症
状
に
応

じ
て
、
必
要
な
冷
却
を
お
こ
な
う
。

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
水
分
補
給
を
お
こ
な

う
。
意
識
障
害
や
吐
き
気
が
あ
る

場
合
は
、
医
療
機
関
で
の
輸
液
が

必
要
と
な
る
。

講
座
・
教
室
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午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）

２３

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室
】

日
時
／
９
月
１
日
（
木
）・
８
日
（
木
）

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）・
９
月
６
日
（
火
）

３０

　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１５

４５

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
健
康
教
室
】

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）

２５

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
８
月
　
日
（
水
）【
雨
天
の
場
合
　

２４

２６

日
（
金
）】
午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
８
月
　
日
（
金
）

２７

に
開
催
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
８
月
　
日
（
土
）・
９
月
　
日
（
土
）

１３

１０

午
後
１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２【
井
手
玉
川
大
学
（
第
３
回
）】

【
井
手
町
文
学
散
歩
】
文
化
協
会
共
催

日
時
／
９
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
８
月
　
日
（
木
）・
９
月
８
日
（
木
）

１１

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
９
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

３
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
９
月
２
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
９
月
９
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
４
・

２０

２０

　
生
ま
れ

２６

　
　
８
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半
、

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１５

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
９
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
、

玉
泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設

し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
親
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
７
日
（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）

３０

　
　
　
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
８
月
　
日
（
火
）

２３

　
　
　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課（
℡
　８２

‐
６
１
６
５
）
ま
で

各

種

相

談

子

育

て

健

康

※1：平成24年３月高等学校卒業予定者
　又は中等教育学校卒業予定者の受付に
　ついては、左表にかかわらず、文部科
　学・厚生労働両省から示された期日以
　降実施します。
※2：平成24年3月高等学校卒業予定者
　又は中等教育学校卒業予定者のための
　採用試験は、原則として平成23年9月
　16日以降に行います。
※詳細につきましては、自衛隊京都地方
　協力本部（℡075‐211‐3471）また
　は、宇治地域事務所  （ ℡ 44‐7139）
　までお問い合わせください。

平成２３年度自衛官募集案内

１　募集種目及び試験期日等

資　格試験期日受付期間
募集
種目

高卒（見込含）
21歳未満の者

１次：9月23日
２次：10月15日～20日
３次：11月12日～12月15日

８月１日～9月9日
　　　　　　　※1

航空学生

18歳以上
27歳未満の者

１次：9月17日
２次：10月6日～13日

8月1日～9月9日
　　　　　　※1

一般曹候補生

１８歳以上
２７歳未満の者

受付時に
お知らせします。※2

年間を通じて　※1
行っております。

男子
自衛官
候補生

9月25日～28日
8月1日～9月9日
　　　　　　※1

女子
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

「
マ
ザ
ー
ズ
」　
　
　
　
　
　
　
金
原
 ひ
と
み

「
共
鳴
」                   　
　
　
　
　
堂
場
 瞬
一

「
紅
梅
」                  　
　
　
　
　
 津
村
 節
子

「
風
の
、
浄
土
」　
　
　
　
　
　
　
　
中
津
 文
彦

「
銭
の
弾
も
て
秀
吉
を
撃
て
　
海
商
　
鳥
居
宗

室
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
方
 恭
一
郎

「
小
説
あ
り
ま
す
」　
　
　
　
　
　
門
井
 慶
喜

「
介
護
退
職
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
 楡
 周
平

児
童
書

「
お
さ
る
の
　
か
わ
」　
　
　
い
と
う
 ひ
ろ
し

「
教
会
ね
ず
み
と
の
ん
き
な
ね
こ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
レ
ア
ム
・
オ
ー
ク
リ
ー

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
８
月
・
９
月
の
休
館
日

８
月
１
・
８
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１５

２２

２５

２９

９
月
５
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１２

２０

２６

２９

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
８
月

一
般
書

「
わ
た
し
、
ま
だ
ね
む
た
く
な
い
の
！
」

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ジ
ー
・
リ
ー
ヴ

「
じ
ゃ
が
い
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
？
」　

　
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
市
川
 里
美

「
パ
ン
プ
キ
ン
！
　
模
擬
原
爆
の
夏
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
丈
 ヒ
ロ
子

８
月
・
９
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

８
月
　
日
（
土
）
９
月
　
日
（
土
）

１３

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月
　
日
（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

１７

　
　
※
８
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
夏
休
み
工
作
教
室
》

８
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
か
ら

２４

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

(
)

９
月
　
日
 金
 ～
　
月
２
日
（
日
）
ま

２３

１０

で

パパは今日、運動会
山本 幸久
青空の下、カキツバタ文具の
社内運動会が開かれた。ごま
すり男も泣き虫も不倫男も、
みんないつもとちょっと違う。
いや、ちょっとどころか…。
いろんな笑いが詰まった会社
小説。『ｗｅｂちくま』掲載作
品を大幅に加筆訂正。

山女子必携 失敗しない山登り
小林 千穂
まったくの初心者から、小屋
泊まりで山登りができるぐら
いのレベルの人を対象に、安
全に登山を楽しむために知っ
ておきたい山の基本を紹介。
装備、計画、直前準備、登り
方などを、山ガールの先輩が
教えます。

ぼくがきょうりゅうだったとき
まつおか  たつひで
誕生日に恐竜の着ぐるみパ
ジャマをもらったぼくは、
うれしくて公園に着て行っ
た。すると、本物の恐竜た
ちがきて「ぼくたちの世界へ
遊びに来てよ」と誘われて…。

ぼくの仕事場は富士山です
近藤 光一
山登りなんて興味のなかった
男を夢中にさせた富士山は、
自然のきびしさとすばらしさ、
そして人の心の温かさを教え
てくれる。５００回近く富士山
に登った著者が、ガイドとし
て見た富士山の魅力と、富士
山に対する思いを綴る。

Ｑ
．
不
慮
の
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
何
か
受
給
で
き
る

も
の
が
あ
り
ま
す
か
。（
そ
の
②
前
月
号
か
ら
の
つ
づ

き
）

Ａ
．
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い

は
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

60

65

亡
く
な
っ
た
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る

妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
子
が
１

人
の
妻
に
は
１
０
１
万
５
、
９
０
０
円
、
１
人
の
子
だ

け
に
は
　
万
８
、
９
０
０
円
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

78

子
が
２
人
以
上
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
初
診
日
等
（
障
害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、
遺
族

基
礎
年
金
で
は
死
亡
日
・
以
下
同
じ
）の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
」
の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
期
間
が
、
①
保
険

料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
で
あ
る
と
い
う
「
保
険
料
の
納
付
要
件
（
３
分
の
２

要
件
）」
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」

は
、
原
則
と
し
て
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間

20

60

で
す
が
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間
や
、
厚
生
年
金

等
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
は
除
か
れ
ま

す
。
　
ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な
く
て
も
、
平

成
　
年
３
月
ま
で
に
　
歳
未
満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場

28

65

合
、
初
診
日
等
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
の

全
て
の
期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
②
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た

し
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
ご
心
配
な
方
や
国
民
年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
住
民
福
祉
課
（
　-

 
６
１
６
４
）
ま

82

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
（
京
都
南
年
金
事
務
所
０

-
-

７
５
 
６
４
４
 
１
１
６
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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ごみ収集日程表（８月11日～９月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
８月１６日

８月３０日
９月１日８月２５日

８月１１日

９月８日
８月１８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
８月２３日
９月６日

９月２日８月２５日
８月１２日

９月９日
８月１９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
８月２４日
９月７日

９月１日８月１８日
８月１１日

９月８日
８月２５日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
８月１７日
８月３１日

９月１日８月１８日
８月１１日

９月８日
８月２５日火・金曜日多 賀 全 区

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化がスタートしました。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 洗濯機・
　エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨８月３０日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩８月３１日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪９月１日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫９月２日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬９月５日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭８月１１日

９月６日
梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮８月１７日

９月７日

※し尿に関するお問い合わせは、　城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

発泡トレー等の日に出せるもの、出し方

●発泡食品トレー、発泡スチロールを出すことができます。
●トレーは色付き、柄つきのものでもかまいません。
●保冷ケース（異物は除く）、こん包用スチロールも収集します。
●中身、異物を取り除き、簡単な水洗いをして、中身の見える袋に入れて出して下さい。
●カップラーメンなどのカップ、発泡トレー以外のトレー、卵パック類、その他のプラスチック容器はそ
　の他ごみの日に出して下さい。

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

～ゴミの減量化にむけて⑪～



山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木8/11
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金12
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土13

井手町長選挙投票日（午前７時～午後８時、各投票所）日14
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀
泉苑）月15

火16
水17
木18
金19

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）土20

日21
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月22
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
いづみふれあい学級（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火23
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）
夏休み工作教室（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水24

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
夏休み工作教室（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）

木25

天文台公開予備日（８月２４日分）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金26

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土27
美化運動2011（午前８時～、町内全域）日28
人権学習会（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）月29
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

火30

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）水31
無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）

木9/1

わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）金2
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土3
町民バドミントン大会（山城勤労者福祉会館）
井手町文化協会加盟団体カラオケ大会（午後１時～、自然休養村管理セ
ンター）

日4

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉
泉苑）月5

ピラティス教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）火6
育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）水7
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
パワーヨガ教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）木8
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
井手玉川大学【第３回】（午後１時半～、自然休養村管理センター）
文化協会主催「井手町文学散歩」（午後１時半～、自然休養村管理センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金9

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土10

出張徴収
【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 8月11日～ 9月10日）（6月２０日から7月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収【北・南】

届出人赤ちゃん住所

恵 晴  希 
はる き

松 田井手

涼 子 一  生 
いっ せい

新 谷井手

義 之 陽  登 
はる と

中 野多賀

恵 介 徠  輝 
らい き

林 田井手

〈
出
産
〉

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

　イメージデザイン最優秀作品賞に選ばれたの
は、篠田美紗代さんの作品。この決定したイメー
ジデザインは、国民文化祭当日、参加者に配られ
る手提げバッグの図案等に採用される予定です。
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